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６年 社会科学習指導案
平成２３年１２月８日（木）４校時

指導者 小林 雄二
活動場所 ６年教室

１ 単元名 大単元 「戦争から平和へ」
小単元 「１５年続いた戦争 ～忠魂碑に込められた思い～」

２ 小単元の目標
満州事変から原爆投下、終戦にいたる１５年続いた戦争の過程を調べる活動を通して、日本

はアジアに大きく進出して多くの被害を与えたことやアメリカなどとの開戦により暮らしが戦
時体制下に移行したことを理解し、戦争の長期化による被害の拡大や学区にある忠魂碑に込め
られた意味に気づくとともに、この戦争に対する自分の考えをもつことができる。

３ 子どもと単元
（１）子どもの実態（男子４人、女子８人、計１２人）

「今から７０年前の戦争」ついて知っていることを記述するアンケートでは、原爆や敗戦の
事実は書かれていたが、約９割の子どもたちは、戦争の規模（対戦国、戦地等）や空襲などの
被害の様子をほとんど知らなかった。身近な人で直接戦争を経験している人が少なくなる状況

、 、 、の中 学区の忠魂碑や長岡出身の山本五十六 隣接する長岡に起きた空襲を取り上げることで
戦争に深い関心を寄せ、尊い命が数多く失われた事実を追求するだろう。

また、学級は１２名という少人数のため、全員が発言する時間は確保しやすいものの、意見
、 。をかかわらせた話し合いは少なく 一部の子どもたちの意見に引きずられてしまう傾向が強い

したがって、本単元では、単に事実の認識で終わる授業ではなく、当時の人々の様々な思いを
知ることによって、戦争の是非を巡る判断も含めて意見交流の場を意図的に保障したい。

また 「学習のまとめ」のノート記述は、どの子も確実に書けるようになってきたが、事実、
の記述のみの子がいたり、表面的な感想しか書けない子がいたりと、個人差が大きい。事実を
的確にとらえ、さらに、事象の意味を自分なりに考えた「学習のまとめ」を書ける力を子ども
たちにつけさせたい。

（２）単元について
地域には、戦死した方が１３５名おり、学区にその英霊を奉る大きな忠魂碑が建立されてい

る。小さい地域だが、立派な忠魂碑が建てられた背景には、戦没者へ地域の鎮魂の思いが強く
感じられる。その忠魂碑から学習をスタートし、最後は、忠魂碑を建立した地域の思いに迫り
たい。また、隣接している長岡の空襲を幼い頃に山から見ていたという方もいて、戦争の被害
を身近に感じられる事象が残っている。それら地域の歴史的事象と日本や世界の事象を結びつ
けて学ぶことで、歴史を身近にとらえ実感的な理解を促す単元としたい。

さらに、日清・日露戦争以来、戦争の拡大路線を取り続けてきた日本の動きについて自分なりに考
えたり、話し合ったりする活動を組織することで、平和や命の尊さを真剣に考えられる子どもたちを
育てたい。地域にある２つの並び立つ忠魂碑（一つは明治戦役、一つは大東亜戦争）は、そのことを
子どもたちに強く語りかけてくれている。

（３）対象児 （Ａ子 Ｈ／Ｍ）
理解力に優れているが、やや感情にむらがある。何でも自分でしないと気が済まず、お節介などを

極端に嫌う。その反面、友達に流されやすい面があり、一緒にいる友達によって態度が変わる面も見
られる。ノートは、丁寧に作ろうとする意識が強く、イラストや色を工夫しながらまとめるゆとりも
ある。しかし 「学習のまとめ」の記述では、歴史的事象のまとめは的確にできるが、それについて、
の感想や思いの記述はいつも少ない。事実をとらえることに価値を見出し、歴史的事象の意味を深く
考え、感情が揺さぶられる経験があまりない。したがって、調べた事実を発表することは得意だが、
それについての考えを求める発問では、意見を言うことを苦手としている。

４ 指導の構想
（１）願う児童の姿

１５年続いた戦争の原因や経緯を進んで調べ、戦争の事実と向き合い、平和や命の尊さ
について自分の考えや意見をしっかりもてる子

（２）願う児童に迫るための手立て
①地域の歴史的事象と日本や世界全体の事象を効果的に組み合わせながら単元を組織する。
②分かった事実を根拠として自分の思いや願いをノートに書き留めたり、友達にしっかりと伝

、 。え合ったりする活動を通して 戦争という歴史的事象を自分なりにとらえられるようにする
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５ 指導計画 （本時５／１１）

◎支援 ・学習材 ☆評価規準次 時 学習活動 児童の思考の流れ

■学区にある戦没者の ・北谷にある忠魂碑、裏の名簿○どのような戦争で１３５人の尊い

墓や戦没者名簿など ・椿沢町にあるお墓命が奪われたのだろう。

から、田井地域も戦 ・戦争の様子 ・ 北谷の歴史」の戦没者名簿「

争とつながっている ・日本の人々の様子 ☆１５年にわたる戦争について調べてい１ ２
ことに気づき、学習 ・戦争の被害の様子 こうとする意欲をもち、学習計画を立

。 （ ）計画を立てる。 ・戦後の人々の様子 てることができる 関心・意欲

■多くの人々が満州に ○なぜ、日本は満州を支配しようと ◎写真や地図を使い、国内外の動きと人

。渡った理由や、満州 したのだろう。 々の暮らしの変化について気づかせる

事変、日中戦争と戦 ・見附の開拓団 ・中国侵攻の地図１
いが広がっていった ☆戦争年表の作成を通して、国内外の動○中国との戦争が全面化した様子を

経緯を調べる。 きが大きく動いたことに気づく。調べよう。

（知識・理解）２

■戦域がアジア・太平 ◎東南アジア進出でフランスやイギリス○中国との戦いの他に、アメリカや

洋地域に拡大してい 等の利害を脅かしたこと、欧米と戦うイギリスとも戦争を始めた理由は

った経緯を調べる。 ドイツとの同盟の動き、アメリカの中なんだろうのだろう。

○日米の国力を比べながら、戦争の 国支援や対日経済封鎖など当時の社会２
ゆくえについて話し合う。 情勢を総合的にとらえさせる。

○日本の支配がアジアの人々にどの ・軍人ながら三国同盟や日米開戦に反対本
ような被害をもたらしたのだろ した山本五十六の考えと行動時
う。 ・五十六の死、南洋諸島での戦い１

○太平洋諸島でのきびしい戦いの様 ・軍部の台頭 ２２６事件、５１５事件

子を調べよう。 ☆国内外の事情から戦争が拡大していく

。 （ ）理由をとらえる 思考・判断

■戦争中の人々の暮ら ・各種法律の制定、物資不足配給制○物資が不足していく中の国民のく

しの様子を調べる。 ・家族への聞き取り調査らしを調べよう。

○生活の変化 戦争へ向かう考え方 ・国家総動員法 ・国債の発行、 、

協力体制などについて調べてまと ・ ほしがりません勝つまでは」３ ２ 「

めよう。 ☆戦争と国民生活の変化を関連づけてと

。 （ ）○戦争に協力していく子どもたちの らえることができる 知識・理解

様子を調べよう。

■空襲が拡大する中ね ・長岡空襲の戦災者名簿○写真や資料から被害の様子を読み

国民が受けた戦争の ・長岡戦災資料館見学取ろう。

被害の大きさを調べ ○体験者への聞き取りなどで被害の ・各地の空襲の写真と新聞記事

る。 大きさをつかもう。 ☆隣接する長岡で起きた空襲について、４ ３
・長岡空襲を見た田井の人々 意欲的に調べることができる （技能）。

・長岡空襲の様子

■敗戦に至った経緯を ・各種写真資料○１５年目のできごとを調べよう。

調べ、人の命の尊さ ・実際の映像１ ・沖縄、広島、長崎

を考える。 ○終戦の時の人々の思いや日本の支 ☆戦争で人々が受けた被害の大きさに気

配から解放されたアジアの人々の づき、戦争に対する考えを深めること

思いを考えよう。 ができる。 （思考・判断）

■戦争新聞を作って、 ◎自分の主張に合った内容を選択して、○戦争の学習を終えて、伝えたいこ

戦争に対する自分の 自分の意見を入れられるように助言すとを新聞にまとめて全校に知らせ

考えを全校に伝える る。５ １ 。 よう。

・小見出し、社説を工夫して、新聞 ・忠魂碑の写真

記者のように書こう。 ☆これまでの学びを生かし、自分の意見

・忠魂碑の写真を貼り、建立に込め を入れた新聞が書ける。忠魂碑に眠る

られた地域の人々の思いを書く。 地域の人々の思いを自分のことのよう

。 （ ）に書きつづることができる 技能
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６ 本時の計画
（１）ねらい

日本の東南アジア進出による米英との開戦について、戦争が始まった原因や経緯を調べたり、
戦争の拡大の是非を巡る話し合いを通して、当時の日本の選択や戦争のゆくえについての自分の
考えを確かにもつとともに、日米開戦回避を願った長岡出身の山本五十六の思いについて自分な
りの考えをもつことができる。

（２）本時の展開の構想
○「つかむ」では、戦争拡大を選択した日本についての問題意識を醸成する。そのため、アメ

リカとの国力差の資料を活用する。
○「もとめる」では、戦争拡大の原因や経緯を自作資料から読み取る活動を行い、当時の情勢

も踏まえながら、戦争拡大について互いの考えを交流する。
○「ふかめる」では、連合艦隊司令長官の山本五十六の願いや行動を提示し、きびしい戦争に

突き進む日本について、自分の考えを深める。
（３）本時の展開

分節 学習活動 教師の働きかけと予想される児童の反応 指導上の留意点

１００万人の兵を送った日中戦争が 膠着 ○多数の子どもたちは「早く戦日中戦争が長期化 前時
状態に陥っていることを学んでいる。 争を止められなかったのか」する中、大国アメ

という思いでいる。リカやイギリスと
イギリス軍やアメリカ軍とのつ も戦うことになっ Ｔ１ そんな中、日本はアメリカやイギリス ・
戦いの写真か たことを理解し、 とも戦争を始め、アジア・太平洋地域に

。む 学習問題を立て に戦域が拡大していきます。 ・日米の国力の違いを比較する
る。

これまで以上に大変な どうしてアメリカやイ ○戦争拡大について、自分の意
戦いになっていくのに ギリスと戦う必要があ 見をノートに書く。その後、
なぜ戦争を拡大するの るんだろう。アメリカ ペアで意見交換し、全体で発。
兵隊をさらに増やさな は航空機の数が３倍も 表する。１０
いといけなくなる。 あるのに。 ・意見が出尽くしたら、本時の分

学習問題を作る。
◎について資料を

、も 調べる。 ◎なぜ、日本は、アメリカやイギリスとも ○まず数人の子どもに予想させ
その後、資料の読み取りに入と 戦争を始めたのだろう。
る。め

・アメリカとイギリスは、日中戦争で中国を支援し ○日本を取り巻く当時の世界情る
、ていたからだ。 勢がわかる自作年表を提示し

・日本が石油やゴムなどの資源を求めて東南アジア そこから考えられることを読
に進出していったからだ。 み取らせる。

・アメリカは、日本に石油と鉄の輸出を禁止した。
・日米交渉で、アメリカは日中戦争を終わらそうと

していた。
、戦争拡大に対する Ｔ２ 戦争が拡大していくことについて、み ○ノートに自分の考えを書かせ

その後、グループで意見交換自分の考えをもっ なさんは、どう思うますか。
ドイツと組んで本当 あれだけ国力の差が する。たり、意見交換し

によかったのか。アジ あるアメリカとは、戦たりする。
アでは、孤立してこれ わない方がよいと思う ☆当時の社会状況の中、戦争の。
までよりも激しい戦い だれも反対しなかった ゆくえについて自分の考えを
が待っていると思う。 のか。 ノートに書き、意見交換がで

※当時、最後まで戦争拡大に反対していた軍人がい きる。 （思考・判断）
たことを紹介する。

・アメリカの国力を熟知し、ド深 Ｔ２ 長岡出身で連合艦隊司令長官となった
イツとの同盟に反対。軍人でめ 山本五十六の資料を読んで、感想を言っ
ありながら日米開戦を避けたる てください。

ドイツと組むこと 当時、五十六のよう かったが、真珠湾攻撃を立案
は、米英と戦うことを に冷静な判断ができる し指揮を執る五十六の思い。３０
意味したんだ。命がね 人はいなかったのか。分
らわれても自分の考え だれかが日米開戦を阻 ☆山本五十六の考えに自分の思
を貫く人が長岡出身な 止していれば、早く戦 いを加えて考えを書くことが
んですごい。 争は終わっていたかも できる。 （思考・判断）。

☆日米開戦に至るまでの国内外ふ 日米開戦を選択し Ｔ４ 今日の学習のまとめを書きましょう「 。」
日米開戦で日本は益 戦争を早く終わらせ の様子や五十六の考えにふれり た日本について、

々苦しくなったと思う てほしかった。五十六 ながら、学習のまとめを書く返 自分の考えや思い 。
みんなが不幸になるだ の考えが通っていれば ことができる （知識・理解）る をノートにまとめ 、 。
けだった。当時、正し 日本は大きな被害を出５ る。
い判断をする人がいな さないで済んだかもし分
かったのが悲しい。 れなかったのに。
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日米開戦反対を唱えた 連合艦隊司令長官 山本五十六(長岡出身)

はやくから石油・航空機などの大切さに着目し、航空隊の教頭や司令官を歴任して航
れきにん

空隊の整備を急いだ。武官時代にアメリカやイギリスの軍 縮会議に全権委員として参
ぶ か ん ぐんしゆくか い ぎ ぜんけんい い ん

加し、その時アメリカの国力や軍事力の大きさを知った。そして、ドイツ・イタリアと

の三国同盟に猛反対し、多方面から命をねらわれた。そのため、連合艦隊司令長官とな
もう たほうめん

り海 上勤務となった。日米開戦には最後反対したが、軍の方針により、１９４１年１
かいじようき ん む

２月８日の真珠湾攻撃（日米開戦）の指揮をとることになり、必敗の戦争を何とか
しんじゆわんこうげき

「短期決戦・早期講和」に持ち込もうとした。しかし、その後アメリカに連敗し、１９
た ん きけつせん そ う き こ う わ

４３年４月兵隊激励のために訪れていたブーゲンビル島で米航空機に撃墜され、戦死し
げきれい げきつい

た。

①《武官時代の五十六の言葉》

デトロイトの自動車工場とテキサスの油田を見ただけでも 「世界の孤児」となった、
ゆ で ん けん こ じ

日本の国力で、建艦競争（軍艦づくり）もアメリカ相手の戦争も、とうていやりきれる
けんかん

ものではない。

②《海軍中央本部の計画を否定する五十六》

「ナチス・ドイツの勝利を前提に南方の資源地帯を占領。石油・ゴム・鋼材をおさえ
ぜんてい こうざい

て長期戦に持ち込み ドイツ軍と協力して英中ソを弱らせ 戦意を失った米と講和 条 約、 、
こ う わじようやく

を結ぶ」という考えは、全くの夢物語として、五十六は否定した。

英・イギリス、中・中国、ソ・ソ連現ロシア※

③ 《上官にアメリカとの戦争の作戦の立案を命じられた時の五十六の返事》

「是非やれといわれれば、初めの半年や１年は、ずいぶん暴れてごらんにいれます。
ぜひ あば

しかし、２年、３年となっては、全く確信は持てません。三国同盟が結ばれたことはこ

とは不本意ですが、こうなったならば、日米戦争の回避に 極力 ご努力を願いたいと思
ふほんい かいひ きよくりよく

います 」。

④ 《最後まで日米開戦をさけようとする五十六の姿勢》

真珠湾攻撃の時「日米交渉が成立した場合は、ただちに反転帰還せよ 」という山本。
こうしよう はんてん きかん

に対して、無理と答えた部下にいった言葉 「百年間兵を養うのは、ただ平和を守らん。
やしな

がためなり。命令に従えぬなら、今から出動を禁止する。即刻辞表を出せ 」。
そつこく じひよう
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《日中戦争の長期化 アメリカ・イギリスとの開戦までの年表》～

１９３７年 ７月 日中戦争が始まる →長期化、各国からの非難
ひなん

１９３９年 ５月 ソ連(現ロシア)と衝突する

１９４０年 ９月 中国に物資を援助していたアメリカ・イギリスの
ぶつし えんじよ

補給ルートを止めるため、フランス 領 インドシ
ほきゆう りよう

ナ北部に兵を進める

１９４０年 ９月 日独伊三国軍事同盟が結ばれる
ぐんじ どうめい

(日本・ドイツ・イタリア)

１９４１年 ７月 戦争に必要な石油などの資源を求め、

フランス領ベトナムに兵を進める

１９４１年～ 日本に対する貿易を制限するＡＢＣＤ包囲網が
ほういもう

(アメリカ・イギリス・中国・オランダ)できあがる

１９４１年 日米 交渉 が始まる
こうしよう

１９４１年 ８月 アメリカが日本に対する石油の輸出を停止する

１９４１年１２月 日米交渉が失敗する。日本は、ハワイの真珠湾の

９日 米艦隊を攻撃し、日米戦争が始まる

【この頃のドイツの動き】

１９３９年 ９月 となりの国のポーランドへ侵攻

する

１９４０年 ６月 フランスへ侵攻、フランス降伏

１９４１年 ６月 ソ連へ侵攻

１９４２年 ２月 北アフリカへ侵攻

☆領土を次々に拡大していく。

【日米交渉の内容】

アメリカが提案した日本に石油などを輸出

し続けるための条件

① アメリカが、ドイツに宣戦しても、日

本は黙っている

② アメリカは、自衛のためいつでも日本

への石油や鉄の輸出を禁止できる

③ ドイツとの三国同盟を破棄すれば、日

中戦争の和平条約の仲立ちをする


